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1．問題の所在と本報告の 目的

　本報告の 目的は、南ア フ リカ共和国 （以下、南

ア）の 高等学校に通 う学習者 の 語 りをもとに 、 多

文化社会における 「共生」 の
一

形態につ い て考察

することである 。

　人 々 の価値観の 多様化に伴い 、昨今、「共生」概

念が注 目を浴び、そ の 実現の ため の様 々 な取 り組

みが営まれて きた。その よ うな中で
、 流行語 とし

て広ま っ た 「共生 」 につ い て は、その言葉が持つ

「美しさ」 ゆえに覆い隠されて きた出来事が存在

す るこ とが批判 され、その よ うな状況を打破する

ため の 議論が展 開されてきた （e．g．野口 ・柏木編

2003）。 とはい うもの の、今や世界中で注目され

て い る 「共生」 とい う概念が、日本を離れた文脈

で はどの よ うに捉え られて い る の かに関する議論

の 蓄積は、管見 の 限 り十分とは言えない。そ こ で 、

本報告では、「共生」概念は世界の異なる文脈では

どの よ うに捉えられ 、 どの よ うに実践されて い る

の かにつ い て 明らかにするために、多文化社会南

ア の 「共生」 の 形態に着目する。

　 1994年 にア パ ル トヘ イ ト （人種隔離政策）が撤

廃されて以降の南アでは 、 異なる諸集団が どの よ

うに 「共生」 で きるかが最大の 関心 となり、制度

の確立か ら教育による実践に至 るまで 、「共生 」の

ための様々 な取 り組みが試行され て きた 。 そ の よ

うな状況にあるの が現在の 南ア で あるが、本報告

にお い て 南ア に着目する主な理 由としては、以下

の 3 点が挙げられる 。 第 1に、現在の南アで は、

グロ
ーバ ル 化が進む中で、国内 の異なる集団間の

「共生」 の み ならず 、 国外か らの 異なる集団との

「共生」 も課題 となっ て い るため、様々 な位相 の

「共生」 の 実践を考察できるとい う理 由である。

第2 に、北米、西欧や発展途 E世界にお い て 「偏

狭な宗教、人種 、 文化的ナ シ ョ ナ リズ ム 」 の 出現

が見られる中で、現在の 南アにおける実践はそれ

らへ の 対抗策となりうるとい う指摘 （Bentley＆
Habib　2008）がなされて い る こ とか ら、現在 の 南

ア おい ては、既存の ア ン グロ ・サク ソ ン／ケル ト

型 の多文化社会に おける 「共生」 の 実践 とは異な

る形態を考察するこ とがで きると考えられるとい

う理由である。そ して第 3に、南アには 「世界で

最も優れた憲法の ひ とつ 」 と評され る憲法が採用

され、その理念を実現するための 実践が、例えば、

学校教育におい て Iffe　orientationとい う名の 必

修科 目の もとで行われて い る （DoE 　2008）こ と

か らも、教育とい う観 点か ら 「共生」 の実践をよ

り深く考察できると考えられ るとい う理 由である。

2．調査の概要

本報告で用い るデー
タは、2012 年 7 月から 8月

にかけて、南ア西ケ
ー

プ州にある公立高等学校 3

校にて、10 年生か ら 12 年生まで の 学習者 63 名

を対象として 実施 したインタヴュ
ー調査 （半構造

化面接法）の
一部である （報告者は 、 2010 年よ り

毎年 7月 と 8月に これら3校にて フ ィ
ール ド・ワ

ー
クを実施 して きた）。調査地 で あ る西ケ

ープ州の

特徴と して は、他の州と比 べ る と人種構成が多様

であるとい う特徴と教育水準が高い とい う特徴が

挙げられる。また、調査対象校 3校の特徴として

は、  都市郊外 に位置 し、  施設 ・設備が整 っ て

お り、  成績が優秀で あり、   外 国との 交流を積

極的に行 っ てお り、   Life　orientationの 実践が

盛んに行われて い る、とい う点が挙げられ る。な

お本報告にお い て、高等学校の学習者を対象とす

る理由は、ア パ ル トヘ イ トを直接経験して い ない

世代の語 りに着 目するこ とにより、現在の南アに

おける 「共生」 の 特徴を、よ り的確に捉える こ と

が で きると考えたた めで ある。

3 ．分析の観点

　本報告では、「共生社会」、南アや人種差別 など

に関する学習者の語 りをもとに、現在の南ア の 「共

生」 の形態につ い て分析する。 具体的には、「共生

社会」 とい う言葉を聞い て何を想像するか
、 現在

の南ア にお い て 「共生社会」 は実現されて い ると

思うか、「共生社会」を実現する／人種差別を克服

する上で鍵となるもの は何だと考えるか、などの

質問に対する回答に焦点を当て た分析を行 う。

4 ．分析結果

分析の 結果、家庭や 学校が位置するコ ミュ ニ テ

ィ におい て、日常的に人種差別 を 目の 当た りに し
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て い る学習者の 中には
一 「共生社会」 に対 して

は 「平和」 などの 「美 しい 」 イメ
ージを付与 しな

が らも
一

人種 潮 1」は南ア の
一
部で あり、払拭す

るこ とは困難であるとい う認識を抱い て い る者が

い るとい うこ とが明らか となっ た 。 また、そ の よ

うな状況で育 っ てきた学習者か らは、差別意識は

人々 の 内面に根付い て お り、それは い つ で も表出

される可能性があるとい う語 りが得られた （そ し

て、その よ うな認識を抱く学習者の 中には、自分

自身の 内面にも差別意識があるこ とを認め、自ら

が加害者になる可能性があるとい う認識を抱い て

い る者がい るとい うこ とが明 らか となっ た）。

　とはい うもの の
、 潮 噫 識を抱い てい る学習者

で あっ て も、それを行動として は表出しない とい

う選択肢をとっ て い る様子も うかが うこ とができ

た。そして 、その よ うな学習者が差別行動を起こ

さない 理 由としては、それが悪だか らとい うよ り

も、「問題」や 「面倒」 を起こ したくない とい う理

由によるもの であるとい う語 りが得られた。

　本報告で取 り上げた学習者は、頻繁に差別 を経

験する こ とに よ り、人種差別はすぐに はなくなら

ない
、 とい う思考に至 っ た と思われ る。 ただ し、

その よ うな状況におい て も、差別が行動 とし て表

出された際に生 じる 「問題 」 や 「面倒」 を予測で

きるか らこ そ 、 差別行動を回避するとい う選択肢

が とられて い るとい えそ うで ある。 そして 、その

ような行動回避 の 術に関 しては、日常生活 の 中で

身につ けた とい う語 りが得 られた
一

方で、学校教

育 （特に Iffe　orientation）で学んだ内容の 有効

性に関する語 りも得られた。潮 「亅が蔓延する社会

を生き延び るために 、 まずは行動として表出 され

る差別か ら身を置くとい う術を、種々 の経験か ら

学習して い るの が、本報告で取 り上げた学習者 の

特徴で あるとい えそ うで あ る。また、本報告で取

り上 げた学習者か らは 、 人 々 が様々 な物 の 見方を

有して い るこ とを前提と して い る語 りが得 られた 。

こ の よ うな語 りか らも、行動面 を重視する形で差

別 と向き合 っ て い るの は 、人々 の 内面の多様性を

尊重して い るか らこ そであるともい えそ うである 。

5 ．考察

　既存の 「共生」を巡る議論におい て は、「仲良く」

なるこ とが前面に押し出され た 「美 しい 」言葉と

して の 「共生」 が批判されて きた。その ような中

で、日常的に翻 「亅を経験して い る南ア の 学習者の

語 りか らは、「美 しくない 」翻 1亅意識を内に秘めな

が らも、それ らを行動 として 表 出 しない とい う選

択肢をとる こ とによ り、 社会にお い て他者との 「共

生」 を営ん でい る可能性がある こ とが示唆された 。

　人々 の価値観が多様化する中で 「共生 」概 念が

盛んに論 じられるようになっ て きたが、多様陛を

受け入れる以上、「共生」概念は差別的な思考を も

含みこむ こ とを意味するとい える。 しか し、それ

らを表出して しま うと、社会で他者と 「共生」 す

る こ とが困難となる。だか らこ そ 「共生社会」 に

お い て は、行動と して否定的な要素を表出し ない

こ とが求められ てい るとい える。 そ の よ うな中、

現在の南ア の 「共生 」 の
一
形態を鑑みたとき、そ

こでは、否定的な要素の表出の 引き留めは、必ず

し も差別 を根絶する とい っ た動機では なく、
「面

倒」 を回避 した い とい っ た動機に より行われてい

る場合もあるとい うこ とが指摘できそ うで ある。

　南ア の 人 々 は、ア パ ル トヘ イ ト崩壊以降の真実

和解委員会等の 活動を通 じて、「和解」 に明確な終

わ りがない こ とを認識 し、「日々 の 生活の 中で 共に

生きる こ とを学ぶこ とが現実だ とい うこ とに気づ

い た」（Tihanyi＆ du　［rbit
，
2005

，
　p．26）とされる。

現在 の 南ア で は、「和解」 とい う望ま しい 状態に到

達で きなくとも、現に 多文化化 して い る社会で多

様な他者と 「共生」する こ とが求 められ て い る の

で ある。こ の ような指摘に対応する形で、本報告

で取 り上げた学習者は、アパ ル トヘ イ トの負の遺

産を内に秘めなが らも 、 行動 として の 潮 rlか らは

距離を置 くとい う形で 、社会にお ける多様な他者

との 「共生」 を試行してい るとい えそ うである。
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